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塩化炭素を 7.5ml門脈投与し 30分間全肝虚血にした群は､ Terblancheと






論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､肝不全治療における人工肝臓の安全性や治療効果の評
価に必要な大動物肝不全モデルを開発する目的で､肝不全ブタモデ
ルを腹腔鏡下手術にて作成 したものである｡
腹腔鏡下に肝動脈を切離し､四塩化炭素を門脈内に投与後､門脈
を30分間クランプして作成したO四塩化炭素を5ml注入 した群
では全例生存 し､10ml注入した群では1.5時間以内に全例が
死亡した｡一方､7･5ml投与群では平均6.4時間後に肝不全
にて全例が死亡した｡7.5ml投与群では肝臓以外に障害を認め
ず､肝不全モデルに必要とされる基準を概ね満たしていた｡以上の
結果より､本モデルは大動物肝不全モデル として有用 と考えられ
る｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
